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   作成日 2000 年 3 月  9 日 

改訂日 2016 年 8 月 10 日 

安全データシート 
 
1. 化学品及び会社情報 
製品名         フマル酸一ナトリウム  
会社名          扶桑化学工業株式会社 
  住所          大阪市中央区高麗橋４丁目３番１０号 
  担当部門      ライフサイエンス事業部 
  電話番号      06-6203-0052         FAX 番号    06-6203-0094 
  緊急連絡先    同上 
整理番号        04Q051-G 

 
2. 危険有害性の要約 

重要危険有害性  ： 皮膚との接触や眼に入ると刺激がある。 
特定の危険有害性 

  GHS 分類 
      物理化学的危険性          ；該当区分なし 
   健康に対する有害性 
        皮膚腐食性・刺激性       ；区分２ 
     眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 ；区分２A 
   環境に対する有害性                  ；該当区分なし 
 
  絵表示またはシンボル 

                

     注意喚起語           警告 
     危険有害性情報  皮膚刺激 
    強い眼刺激 
   注意書き     【安全対策】 

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 
保護眼鏡、保護面を着用すること。 
屋外または換気のよい区域でのみ使用すること。 
粉塵を吸入しないこと。 
取扱い後はよく洗うこと。 
環境への放出を避けること。 
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【応急措置】 

吸入した場合：空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿

勢で休息させること。 
眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。コンタクト

レンズを容易に外せる場合は外して洗うこと。 
汚染された保護衣を再使用する場合には洗濯すること。 
眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、手当てを受けること。 
気分が悪いときは、医師の診断、手当てを受けること。 
皮膚刺激があれば、医師の診断、手当てを受けること。 

        【保管】 
容器を密閉して換気のよい所で施錠して保管すること。 

      【廃棄】 
内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物

処理業者に業務委託すること。 
 

3. 組成及び成分情報 
化学物質・混合物の区別  ：化学物質 
化学名                  ：フマル酸一ナトリウム 
成分及び濃度範囲        ：フマル酸一ナトリウム 98.0％以上 
化学特性（化学式又は構造式） 
             HOOC－C－H 
                                   II 

                             H－C－COONa 
官報公示整理番号        ： (2)－1094 
CAS 番号               ： 5873-57-4 
EINECS 番号      ： 227-535-4 

 
4. 応急措置 
吸入した場合            ：直ちに新鮮な空気の場所に移し、医師の手当てを受ける。 
皮膚に付着した場合      ：直ちに水で洗い流した後、石けんでよく洗う。汚染された衣 
                          服類は、洗い落としてから着用する。 
目に入った場合          ：直ちに流水で 15 分以上洗眼した後、医師の手当てを受ける。 
飲み込んだ場合          ：直ちに多量の水を飲ませ吐き出させ、医師の手当てを受ける。 

 
5. 火災時の措置 
消火剤                  ：水、粉末、炭酸ガス、泡など 
火災時の特定有害危険性  ：火災時には、不完全燃焼による一酸化炭素などの有毒なガス 
                          を生じる恐れがある。 
特定の消火方法          ：付近の着火源を断ち、保護具を着用して消火する。 
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消火を行うものの保護    ：消火作業の際には有毒なガスを吸い込まないように呼吸用保 
                          護具を着用し、風上から消火作業を行う。 

 
6. 漏出時の措置 
人体に対する注意事項    ：作業の際には必ず保護具（保護手袋、保護眼鏡など）を着用 
                          する。 
環境に対する注意事項    ：公共用水域に流さないよう留意する。 
除去方法                ：少量の場合は拭き取り廃棄する。水洗する際は炭酸アルカリや重 
                          炭酸アルカリで中和した後、適切な排水処理を行う。 
                          多量の場合は掃き取り蓋付の容器に入れ、炭酸アルカリや重炭酸 
                          アルカリで中和した後、適切な排水処理を行う。 
 

7. 取扱い及び保管上の注意 
取扱い                   
技術的対策              ：目、皮膚との接触の恐れがある場合には適切な保護具を着用する。 
注意事項                ：作業終了後は身体、手、口、目、顔などをよく洗う。衣服等に付 
                          着した場合は脱ぎ捨て、よく洗ってから着用する。 
                          漏れ、飛散しないようにすること。 
安全取扱い注意事項      ：皮膚、目などの接触を避ける。 
                          耐酸性手袋、耐酸性前掛け、保護眼鏡（ゴーグル等）などの保護 
                          具を着用して作業する。 
保管 
適切な保管条件          ：換気のある乾燥した暗所に密閉して保管する。 
  

8. 暴露防止及び保護措置 
設備対策                ：取り扱い場所の近くに手洗い、洗眼設備を設け、その位置を明確 
                          に表示する。 
                          作業する場所に上記設備が設けられない場合は、作業する場所近 
                          くにポリ缶或いは洗眼ビンを用意する。 
保護具                 
手の保護具              ：耐酸性手袋 
目の保護具              ：ゴーグル等 
皮膚及び身体の保護具    ：耐酸性前掛け 
 

9. 物理的及び化学的性質 
物理的状態 
  形状                  ：結晶性粉末 
  色                    ：無色～白色 
  臭い                  ：特異な臭気 
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  pH     ：3.0～4.0（1g、水 30mL） 
 物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲 
  溶解性                ：水  6 w/w％（16℃） 
 

10.安定性及び反応性 
   安定性                  ：通常条件では安定 

 反応性                  ：濃アルカリとは激しく反応し、発熱する。 
                             塩素系漂白剤と反応し塩素ガスを発生するので、接触させない。 

避けるべき条件           ：アルカリ（塩基）、塩素系漂白剤と接触させない。 
避けるべき材料           ：アルミニウム等の金属 

 
11.有害性情報 
    刺激性                ：気道上部、眼、粘膜を刺激する。 
    急性毒性              ：LD50  8000mg/kg （ラット、経口） 
    皮膚腐食性／刺激性  ：データなし 
  眼に対する重篤な損傷 
   ／刺激性       ：データなし 
  代謝（フマル酸として） ：生体の常成分であり、TCA サイクルの中間体である。 
                             ラット組織中のフマル酸含量は血液中に 3mg/L、脳に 150mg/kg、 
                             腎に 95mg/kg、肝に 78mg/kg、及び筋に 23mg/kg と報告されて

いる 2） 

 
12.環境影響情報 
   残留性/分解性          ：データなし  
 
13.廃棄上の注意 
                        ：炭酸アルカリ、或いは重炭酸アルカリで中和後、法の規定を守って 
                          処理を行う。 
                          原体を廃棄する場合は、産業廃棄物処理業者に委託するか、50 倍以 
                          上に水で希釈後、炭酸アルカリ或いは重炭酸アルカリで中和し、法 
                          の規定を守って処理を行う。 
 
14.輸送上の注意 
   注意事項             ：運搬に際しては容器からの漏れのないことを確かめ、転倒、落下、 
                          破損のないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 
 
15.適用法令 
                        ：食品衛生法 
                          その他使用される地域の法令に留意すること。 
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16.その他の情報 
   引用文献等 

1） Levey,S.,et al.:J.Amer.Pharm.Ass.Sci.Ed.35,298(1946) 
2） Marshall,L.M.,et al.:J. Biol. Chem.179, 1127(1949) 

 
記載内容の取扱い 
  全ての資料や文献を調査したわけではないため情報漏れがあるかもしれません。また、新しい

知見の発表や従来の説の訂正により内容に変更が生じます。重要な決定等にご利用される場合は、

出典等を良く検討されるか、試験によって確かめられることをお薦めします。なお、含有量、物

理化学的性質等の数値は保証値ではありません。また、注意事項は通常的な取扱いを対象とした

ものなので、特殊な取扱いの場合はこの点にご配慮をお願いします。 
 
 
 


